
きゅうリブルームレス台木品種 『ひかり1号』

輔 き部 ・習播陽場

1.背 景とねらい

本県のきゅうり栽培で,去 備年にブルTム レス台木の導入が本格的に行わな 欲

さらに拡大する状況にある。

近年、プルームレス台木品種が多数発表され、台木品種の選定と栽培法の確立が求め

られているc,

そこで、台木品種について検討した結果、 「ひかり1号」力端僅姓認められたので、

参考|こ供したい。

2.技 術の内容

1)台 木品種 「ひかり1号」の特性

(畔判勘底 露地夏秋どり作型において、果実にブルームの発生はみられない (表-2)

(2)ブルームレス台木の側枝の発生は生育後期に劣ってくる力＼ 「ひかり1号」は比較

曜 力彰多い。

ほ)ブルームレス台木品種の収量↓去 劣る傾向である力ヽ  「ひかり1号」は良果率が高

く、収量は安定している (表-1)ct

(4漂集の光沢は強く、外観幌躍3が良い (表-2)。

2)品 質の育成元      と きわ研究所

3)適 応地域および作型

適応地域 :県下全域  適 応作型 :半促成、露地夏秋どり

3.手諄裏上の中

1)種 子と小さく、胚納が細く伸びにくいことから、台木の播種は、きゅうりより、半

促成では3～ 4日、露地夏秋どりでは2日程度早くする。

2)呼 び接ぎで↓去 穂木の遜軸が台木の胚軸よりも1側程度長めがよく、接木郵位を高

くする。

3)自 根の発生防止のため、深植にならないように注意し (鉢上の上 l cm)、 主枝は

早めに誘引するぐ

4)第 1果は、従来の台木より1節高い9～10節から着果させ、側枝は1～ 2節上の6

～7節まで除去し、初期の革勢を強くすると1

5)側 枝の発生↓よ 黒ダネよりも弱いので、中段の側枝は3本以上放任し、車勢の維持

を図る。

6)そ の他の留意事項は、62年度参考事項きゅうリブルームレス台木の特性を参照の

こと.

4.当 該事項にかかる        健 劉各)

5.舞 輔 ・鮮 |(飢 )
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6.議 の腰

表-1 収 量調査 健欄)

注)穂 木 南 極1号   播 種 5月 2日   定 植 6月 7日

表-2 特 性調査
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